燦たる歌声～映画で知る美空ひばりの時代～ by 斎藤 完
燦
さん
たる歌声 
～映画で知る美空ひばりの時代～ 
 
山口大学教育学部准教授 斎 藤  完 
 
1．美空ひばりとは 
 
1.1 演歌の女王 
 現在、美空ひばりは「演歌の女王」として認識されている。そのイメージは「悲しい酒」
の歌唱に収約されている。台詞をしみじみと語り徐々に涙を溜め、未練、悲しみ、叶わぬ
思いを情念たっぷりに歌い上げながら涙を流すのだ。 
彼女が演歌の女王として認識されるのは 1970 年代からで、それ以前はジャンルに縛られ
ることがない「歌の女王」だった。その時々に流行しているジャズ、ブギウギ、マンボ、
民謡となんでも歌っていた。1962 年にツイストが大ブームになった時、彼女は「ひばりの
ツイスト」や「ブルーツイスト」などのツイスト曲をヒットさせている。1970 年代に入る
前の美空ひばりは何でも歌いこなし、そのほとんど全てをヒットさせていた。 
 
1.2 映画女優 
 美空ひばりは 1949～1971 年に 170 本の映画に出演しているが、1963 年に東映との専属契
約を解約しているため、実質的には 1494～1963 年の約 15 年間でそれだけの作品に出演し
ていたことになる。最盛期には毎月彼女の主演映画が上映されていた。 
女優としても高く評価されていた。1960 年に雑誌『キネマ旬報』が発表した「戦後・日
本映画界人ベスト・テン」では戦後の映画に貢献した 10 人に選ばれている。1957～1960
年は日本映画黄金期で、年間入場者数は 10 億人以上であった。当時の日本の人口は 9000
万人であったから、国民一人あたり毎月１回は映画に行っていたことになる。そのような
時代に 10 人の一人に選ばれたのである。 
つまり彼女が映画に出るということは、歌や自分のイメージをプロモーションする程度
のことではなかったのだ。 
 
2. 美空ひばりと映画、そして社会状況 
 
2.1 社会状況 
 美空ひばりは 1949 年 3 月に映画デビューする。当時の社会はかつてない程の困窮とかつ
てない程のアメリカの影響を受けていた状況だった。「ひもじい」が世の中を覆い尽くし、
配給食糧では足りず、栄養失調死する人も少なくなかった。その一方、アメリカの強い影
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響の下で、それまでの日本社会とは全く異なる社会の形成に向け、以下の改革が命じられ
た。 
 
1.女性の解放。女性に参政権を与え、それにより女性議員も誕生した。 
2.労働者の権利を保障する法律の制定。 
3.教育の民主化。従来の地理、日本の歴史、修身の三教科は軍国主義とされ、教科
書も回収された。 
4.治安維持法と特別高等警察の廃止など「人権指令」を日本政府に通達。 
5.経済の民主化。軍国主義の基盤の一つとみなされた財閥の解体、農地改革により
自作農を増やし、地主制度を解体させた。 
 
 アメリカの多大な影響は文化面にも見られた。音楽に関して言えば、駐留している約 43
万人のアメリカ兵のための娯楽施設、進駐軍クラブが特筆される。全国に 500 か所ほどあ
ったとされているその施設では、ジャズなどのポピュラー音楽が演奏され、演奏していた
人の中には日本の軍楽隊に従属していた退役軍人が多くいた。そこで腕を磨いたミュージ
シャンたちが戦後の流行歌の生産に深く関わることになった。 
  
2.2 美空ひばりのデビュー 
 こうした状況下、美空ひばりはデビューする。当時を象徴する歌は「リンゴの唄」と「東
京ブギウギ」である。前者は戦時中ではありえなかった戦争に関係のない歌の代表格で、
人々はそうした歌を耳にすることによって戦争が終わったことを実感し、安堵感を得られ
た。後者は笠置シヅコが歌った一連のブギウギのひとつでアメリカ的な開放感を実感させ
るような歌であり、新時代の始まりを感覚的に理解させる音楽だった。 
美空ひばりは笠置シヅコの物まねをする少女としてデビューした。当時のキャッチフレ
ーズは「ブギの天才少女」「ベビー笠置」。1949 年 4 月に出演した映画『のど自慢狂時代』
での役は笠置の「セコハン娘」を歌う少女であった。 
 美空ひばりが初めてレコーディングしたオリジナル曲も「河童ブギウギ」というブギウ
ギの歌である。 
この 3か月後にひばりは役らしい役を与えられて大ブレイクする。 
 
2.3 戦災孤児 
 その大ブレイクした映画が『悲しき口笛』である。戦災孤児になった彼女が、生き別れ
た兄と彼女が歌う歌によって再会するという内容である。しっとりした歌の大ヒットによ
り、笠置シヅコのイミテーションというレッテルからも脱皮することに成功した。当時の
ひばりは戦災孤児、あるいは孤児を想起させる憐憫の対象として配役されることが多かっ
た。当時の戦災孤児は犯罪者の温床もしくは犯罪者とみなされていた一方で、戦争犠牲者
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この 3か月後にひばりは役らしい役を与えられて大ブレイクする。 
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 その大ブレイクした映画が『悲しき口笛』である。戦災孤児になった彼女が、生き別れ
た兄と彼女が歌う歌によって再会するという内容である。しっとりした歌の大ヒットによ
り、笠置シヅコのイミテーションというレッテルからも脱皮することに成功した。当時の
ひばりは戦災孤児、あるいは孤児を想起させる憐憫の対象として配役されることが多かっ
た。当時の戦災孤児は犯罪者の温床もしくは犯罪者とみなされていた一方で、戦争犠牲者
として憐憫の対象ともみなされたのである。その役柄ゆえに、ひばりは泣く場面が多かっ
た。1950 年の『東京キッド』では 7回泣いている。しかし、彼女が演じる子供は単にかわ
いそうなだけでなく、自分の意思を持ち、現実に立ち向かう力強い少女であった。その象
徴が歌う場面である。泣く場面が 7回に対して、歌う場面は 11 回にものぼる。 
 美空ひばりが大衆の心を捉えたのは、苦境にありながらも運命に身を委ねるのではなく、
自分の力で前向きに生きて行く姿を提示していたからである。歌唱場面が象徴していた前
向きな姿とは、歌わされるのではなく、自らの意思で歌うということであり、そのことが
共感を呼んだのだ。 
 
2.4 美空ひばりの人気 
 彼女の人気の急上昇は雑誌『平凡』が当時発表した「花形歌手ベストテン選出人気投票」
に表わされている。表 1 にあるように順位が上がっただけではなく、年々得票数が驚くべ
きペースで増えて行った。 
 
 1950 年   票数 1951 年    票数 1952      票数 
1 岡晴夫   56190 岡晴夫    46562 美空ひばり  127738 
2 近江俊郎    35745 小畑実    36926 小畑実       67220 
3 小畑実     31119 美空ひばり  28324 岡晴夫       41917 
4 藤山一郎    23649 田端義夫   21806 田端義夫     36487 
5 田端義夫    18058 藤山一郎   18364 奈良光枝     22811 
6 奈良光枝    12993 近江俊郎   18089 菅原都々子   21231 
7 灰田勝彦    8640 奈良光枝   10748 灰田勝彦     16113 
8 二葉あき子   7452 灰田勝彦   8749 近江俊郎     14018 
9 美空ひばり   5733 竹山逸郎   6105 藤山一郎     13203 
10 笠置シヅ子   4047 笠置シヅ子  4785 二葉あき子    7706 
表 1 美空ひばりの人気 
 
 こうしたひばり人気を不動のものにしたのが「リンゴ追分」である。「リンゴ追分」は 1952
年に 70 万枚を売り上げ、戦後最大のヒット曲となった。 
 同時にこの頃、「美空ひばり限界説」が出る。子役として大衆に受け入れられていた彼女
は 14、15 歳になっており、子役で人気を博した役者・歌手は大成しないと言われていた。
そこで、それまでの映画にはなかった「恋する少女」の役柄で、同年代の心を掴むように
方向を転換する。さらに文芸作品に出演し、演技派女優としてのイメージを確立させ、さ
らに幅広い層のファンを獲得しようとした。 
 1954 年には『伊豆の踊子』に出演し、「恋愛のプロット＝子役からの脱却」に成功する。
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だが、これから一年も経たないうちに新たな変化を見せる。今までのかわいそうな役から
明るく元気なイメージを前面に出すようになるのである。 
 
2.5 高度経済成長 
 1950 年代後半から高度経済成長が始まる。三種の神器（テレビ、洗濯機、冷蔵庫）やマ
イカーに代表されるような、努力すれば手が届く夢の商品が次々に登場し、働けば働くほ
ど豊かになれると信じられた時代が到来した。 
こうした社会の空気が明るく前向きなひばり映画の背景にあった。『ジャンケン娘』
(1955.11）を境に『伊豆の踊子』のような悲恋を主題とする映画はなくなる。さらに悪者
と戦いながら事件を解決する「ひばり捕物帳シリーズ」や理不尽な男共に威勢のいい啖呵
を切る「べらんめえ芸者シリーズ」など女性の社会進出を連想させる作品群も作られるよ
うになった。 
 
2.6 ひばりの時代劇の特徴 
「ひばり捕物帳シリーズ」に代表されるようなひばりの時代劇の特徴は次のとおりである。 
 
1.七変化：性別や職業や身分などの違う姿に何度も変わっていく 
2.立ち廻り：ひばり自ら剣をふるう。強さだけではなく流麗さも追求 
3.恋愛模様：相手役の若手時代劇スターと恋心を抱き合いながらも、意地を張り合
いながらストーリーが展開する 
4.勧善懲悪：最後には若手時代劇スターと協力して悪を倒す 
5.音楽場面：和洋、ジャンルを問わず、その時の流行が反映されている 
 
 ひばりの時代劇は女らしくない女を見せることで同世代の女性の気持ちを掴んだ。たと
えば『ひばり捕物帳かんざし小判』の主題歌の中には「♪娘だてらに十手を握り 胸のす
くような 立ち廻り」と、ひばりが立ち廻りをするのは、一般女性のあり方から逸脱した
行為であるという認識が示されている。また、同作品中では相手役の「女は女らしく」と
いうセリフに反対し「そんなの時代遅れだわ」と反発する。 
 映画史の研究をしている板倉史明氏は「女の子が自らの意思で積極的に行動して問題・
事件・危機を解決して行くひばりのアクション時代劇映画は、当時の 10 代の女性観客たち
に、それ以前の日本映画には存在しなかった新鮮さと爽快感を与えていたに違いない」と
いう見解を述べている（「視線と眩暈」『戦う女たち』2009 年所収）。 
 このような女らしくない振る舞いが、美空ひばりだけに与えられた特権であったなら、
それは彼女が誇っていた継続的で圧倒的な人気があったからである。もしひばりがいな
かったら、この時期に 10 代の女の子たちに爽快感を与える映画はまだ存在していなかった
かもしれない。時代を先取りできる女優であったと言えよう。 
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3. 文化人たちによるひばり観の変遷 
 
3.1 美空ひばりに対する大衆の評価 
 1962年5月27日付の朝日新聞に紙面半分を割いてひばり人気の秘密を分析している記事
がある。 
デビューから 12 年間で 370 曲、500 万枚のレコードを売り、130 本の映画に出演。人気
投票で映画スター、歌手の両部門で 1位。流行歌手としては異例の LP 盤 2 枚の「美空ひば
り全集」を発売、と実績を紹介し「“昭和のシンデレラ”“戦後最大の歌手”“歌謡界の女王”
などといわれる。なにがそんなにうけるのだろうか。」と書かれていた。 
この記事からも彼女の絶大な人気が理解できるが、文化人 1)たちはデビュー当初から厳
しい言葉を投げつけていた。 
 
3.2 文化人の基本スタンスとひばり観 
 音楽評論家の園部三郎 2)は「日本人は子供に大人の装いをさせ愛玩することがあり、その
もっともみじめな商品的あらわれが美空ひばりではないか」と言っている（『人物往来』1952
年 9月）。 
 他にも詩人・作詞家サトウハチロー3)は「近頃でのボクのきらいなものはブギウギを唄う
少女幼女だ」（『東京タイムズ』1950 年 1 月 23 日）と酷評した。 
 文化人のひばり評価の背景には彼らの使命感と価値観があった。低俗で無知な大衆を善
導・教化するというエリート主義的な使命感、すなわち啓蒙教化志向。西洋文化を「正」
と定める価値観に基づいた、質の高い大衆音楽を希求する態度、いわゆる西洋芸術音楽優
位の価値体系。これらから導き出されたのが、流行歌は低俗、退廃的、商業主義的（＝反
芸術的が含意）という考えで、さらにデビュー当時のひばりはよりによって子どもが「低
俗な歌」を歌っていたということで、とくに許しがたい存在だった。 
美空ひばりは歌手であり女優でもあったが、彼女に対する否定的な評価は歌手の部分に
向けられていたことがわかる。しかし、ひばりの映画には文化人たちが毛嫌いする流行歌
がふんだんに盛り込まれていたことから、彼女の映画もまた批判の対象となっていた。 
 
3.3 ひばり評価の好転 
 ひばり評価を最初に好転させた一人が、声楽家の松田トシ 4)である。「学校の方がいろい
ろ言われるけど、こういう子供はこれでいいじゃないかしら、あれだけの天分はちょっと
見当たらないもの」（『報知新聞』1952 年 11 月 20 日）と、当時のひばりに向けられた文化
人の言葉としてはかなり好意的なものとなっている。 
 小説家・川端康成5)も『伊豆の踊子』を見て好評価を与えた。うたごえ運動の指導者・関
艦子6)は、「芸術家」ということばをひばりに使った。合唱ブームの震源地であった関艦子
に「芸術家」と呼ばれたことはひばりに肯定的に働く。1955 年にはクラシック界の大御所・
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図 1 映画産業の斜陽化とひばりの映画出演数 
山田耕筰 7)が「山の小駅」「風が泣いている」の 2曲を提供している。 
 ひばりは 1958 年にデビュー10 周年を迎える。彼女がレギュラー出演していたラジオ番組
には文化人や知識人から続々と賛辞が寄せられた。依然として流行歌への評価は低いとい
う時期にあって、ひばりへの賛辞は異例なものであった。 
 1960 年代からは対抗文化的スタンスから流行歌が評価され始める。従来の「流行歌は低
俗・退廃的である」という考えを「流行歌は大衆的・民族的である」と読み換え、流行歌
は肯定されるようになった。こうした流れは「美空ひばりから謙虚に学びとらなくてはな
らない」（竹中労『完本・美空ひばり』1965 年）という論調まで引き出し、「ひばり＝大衆
の心を歌う歌手」という認識が定着。その後、「大衆」が「日本人」に置き換えられ、それ
が現在にまで至っている。 
 
4. 映画界撤退→演歌歌手化 
 
4.1 映画産業の斜陽化とひばりの映画出演数 
1958 年映画の観客動員数は約 11 億人、ひばりの出演映画は 15 本だった。それが坂道を
転がるかのように下がっていく。ひばりは 1963 年暮れに東映との専属契約を解除し、映画
の動員数が減るのと比例するように、映画への出演本数を減らしていき、1971 年を最後に
映画から撤退した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 演歌の誕生とひばりの演歌歌手化 
 映画から撤退し、活動の場を舞台へと移した。大きな劇場で座長を務める座長公演を１ヶ
月単位でおこなう。前半は芝居、後半は歌謡ショーという構成で、これはひばりが最初に
－ 62 － － 63 －
図 1 映画産業の斜陽化とひばりの映画出演数 
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4.2 演歌の誕生とひばりの演歌歌手化 
 映画から撤退し、活動の場を舞台へと移した。大きな劇場で座長を務める座長公演を１ヶ
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図 2 1972 年における美空ひばり公演 
図 3 過去の流行歌を多く収録したアルバム 
おこなったといわれている。座長公演に加えて、地方公演、テレビ出演、レコーディングな
どをこなしていった。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この時期、ひばりは積極的に自身の昔のレパートリーや他の歌手の流行歌も歌い、レコ
ーディングするようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同時期、すなわち 1960 年代後半は音楽産業の構造転換期であった。レコード会社専属の
作曲家、作詞家がフリーランスになり、従来のような師弟関係が崩れ始めた。流行歌の生
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産はレコード会社の独占体制だったが、芸能プロダクション、テレビ局が参入し体制は崩
壊した。この転換期に「時代遅れ」とみなされた音楽が「演歌」と括られるようになり、
昔の流行歌やひばりが歌って来たレパートリーも「時代遅れ」とされ、「演歌」と称される
ようになった。8) 
 
4.3 古賀政男 
 これまでのひばりは時代の最先端の歌を歌って来た。それが真逆の方向へ進み始める。
一番の要因は、1964 年に古賀政男9)作曲の「柔」を歌ったことだと考えられる。当時では
異例のミリオンセラーとなり、1965 年にレコード大賞を受賞した。1966 年には同じく古賀
政男の曲「悲しい酒」を発表し、大ヒットを記録する。この２曲のヒットが古賀政男と結
びつけ、ひばりを過去へと向かわせたのではないかと思われる。 
 古賀政男の全盛期は 1930 年代から 50 年代にかけてで、つまりひばりが古賀メロディを
歌うということは 1930～50 年代を歌うことを意味していた。ひばりはリバイバルや懐メロ
ブームが終わっても古賀作品を歌い続け、5枚のアルバムを出している。 
 古賀政男は没後に国民栄誉賞を受賞しており、1970 年代から 80 年代において、彼の作品
には「日本国民」あるいは「日本人」をキーワードに高い価値付けがされるようになった。
この頃から、演歌は時代遅れの歌ではなく、日本人の心を歌う歌とみなされるようになる。
古賀メロディはその中核に位置付けられていたため、それを積極的に歌うひばりは「演歌
の女王」とみなされるようになったと考えられる。「大衆の心」を歌う歌手から「日本人
の心」を歌う歌手へと置き換えられた背景には、こうした古賀メロディとの結びつきが
あった。 
 
5. まとめ 
  
 ひばりは子供時代には、大人の歌を歌う子供らしくない子供ということで(文化人から批
判されながらも)大衆の心を捉え、10～20 代は女らしくない女を演じて同世代の女性の支
持を得た。「○○らしくない姿」を見せ続けて来た彼女が「演歌の女王」という「日本人の
心」を歌うジャンルの頂点に君臨し、「もっとも日本人らしい歌手」として着地する。この
着地点により、銀幕の女王としての側面が忘れられがちになっていることが残念である。 
敗戦から高度経済成長期にかけて見せて来た、当時の常識からはかけ離れた革新的な役
柄は、子供や女性が古い価値観から解放されるのに一役買ったかもしれない。歴史は政治
や経済を中心に特定の時代を理解しようとし、さらにはその理解をもとに現状理解は試み
られるが、ひばりの映画のような日常生活を潤し彩った娯楽も、現代史を紐解き、現在の
我々を理解するための貴重な資料であるのではないだろうか。 
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【注】 
1) ここで言う「文化人」とは公的メディア（新聞、雑誌、ラジオなど）で自らの見解を表
明できる立場にある人を指す。いわゆる「知識人」も含む。 
2) 園部三郎（1906-1980）。音楽評論家（『音楽評論』誌主筆）。専門はフランス音楽だが、
戦後は音楽教育の改革や音楽の大衆化にとりくむ。 
3) サトウハチロー（1903-1973）。詩人、作詞家。「ちいさい秋みつけた」「かわいいかくれ
んぼ」「うれしいひなまつり」「悲しくてやりきれない」など多数。 
4) 松田トシ（1915-2011）。東京音楽学校（現・東京芸術大学）卒の声楽家。当時はＮＨＫ
のラジオ番組『うたのおばさん』で「うたのおばさん」として親しまれていた。 
5) 川端康成（1899-1972）。小説家。代表作に『伊豆の踊子』『雪国』など。1968 年にノー
ベル文学賞受賞（日本人初）。 
6) 関鑑子（1899-1973）。東京音楽学校（現・東京芸術大学）卒の声楽家。 1950 年代に盛
んだったうたごえ運動（合唱による社会運動）の指導者として有名。1955 年にはスター
リン平和賞を受賞している。 
7) 山田耕筰（1886-1965）。作曲家。≪からたちの花≫ ≪赤とんぼ≫などの日本歌曲が有
名。日本初のオーケストラを組織したりなど、西洋クラシック音楽の普及に努めた。欧
米での活動歴もある。 
8）輪島祐介『創られた「日本の心」神話「演歌」をめぐる戦後大衆音楽史』より 
9) 古賀政男（1904-1978）。作曲家。約 4000 曲を作曲。代表作に≪酒は涙か溜息か≫ ≪影
を慕いて≫など。「古賀メロディー」作曲による実績により国民栄誉賞を受賞する（音
楽関係者で初めて）。 
 
(2015 年 2 月 14 日、生活美学研究所本年度第 5回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 藤 本 憲 一 
 
 
指定討論者コメント 
池坊短期大学教授 臼 井 喜 法 
 
 美空ひばりとは何だったのか。1953 年生まれの私にとってはテレビのブラウン管に君臨
する歌手であった。 
 今回の講演で特に興味を惹かれたのは、ひばりに対する「文化人」からの評価が否定か
ら肯定へと変化した点だ。1960 年代から、流行歌がカウンターカルチャーとして位置づけ
られたことがその要因という説明には納得できた。改めて考えるに、映画からテレビへ転
身することによって、大衆に受け入れられたメディアに君臨し続けたのが美空ひばりであ
ったとも言えるだろう。当時の白黒ブラウン管にアップで映し出されるのは歌手であった
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ことを、今にして思い出す。歌いながら涙を流すことのできたひばりにとって、女優から
歌手への転向は演技者としては必然的な選択とも思える。 
 時代のアイコンとして輝いていた美空ひばりは、小さなブラウン管の中で歌を演じてい
たのだということを改めて確認できた講演だった。 
 
 
大阪市立大学大学院文学研究科准教授 増 田  聡 
 
 ひばり全盛期の映画を見た。まばゆいばかりの「スター」っぷりである。芸妓から流れ
者、少年剣士へと七変化。踊り歌い立ち回り、見栄を切る。筋も舞台も台詞もひばりの魅
力を際立たせるためにある（時代劇なのに突然ツイストで踊り出すなど序の口である）。「ス
ター」とは映画の物語的な統一性や世界観の現実味を超越する、破壊的な存在だ。全ては
「スター」の魅力を輝かせるためにある。全盛期の美空ひばりはその中心に君臨していた。 
 今の日本にそのような存在を見出すことは難しい。斎藤氏の報告は、ひばりが「スター」
たりえた所以をその時代の中に描き出した。しかし、やがてひばりは「スター」ではなく
「演歌の女王」と呼ばれるようになる。歌も演技も踊りも常人離れした「スター」の時代は
去り、「アイドル」がそうであるように未熟さこそが愛でられるようになる。ひばり全盛期
と現在の相違は、日本の大衆文化の一つの断絶を映し出しているように思えた。 
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